
はじめに
　カンピロバクター 属菌は人に感染し胃腸炎を引き起

こす原因菌であり，当所でも愛媛県感染症発生動向調査

において小児下痢症患者から分離されている ），）．また，

近年わが国におけるカンピロバクター属菌による食中毒

は増加傾向にあり ），愛媛県内でも平成 年度以降ほぼ

毎年発生している ）．一方，イヌやネコ等動物における

保菌調査の結果 ）から愛玩動物が人への感染源となる可

能性が懸念されている．

　散発性，集団発生にかかわらず，原因病原菌の究明に

おける菌株間の比較には分子疫学的な解析は重要な役割

を果たしている．今回当所で分離されたカンピロバク

ター属菌を用いて PCR法による菌種の同定と血清型別

を行い，パルスフィールドゲル電気泳動法（PFGE法）

による解析について検討したので報告する．

　

対象と方法
１　検査材料

　 年 月から 年 月までに愛媛県感染症発生動

向調査事業のため松山市内の 小児科医院から当所へ搬

入された小児下痢症患者の糞便 検体と， 年 月

から 年 月までに愛媛県動物由来感染症予防体制整

備事業のために採取されたイヌ 頭，ネコ 頭および

ブタ 頭の直腸スワブを用いた．

２　分離同定

　小児下痢症患者からの糞便は CCDA培地に直接塗抹

し， ℃で 時間微好気培養した．イヌ等動物の直腸

スワブは Preston培地で増菌後，CCDA培地にて ℃

時間微好気培養した．培養後，培地上に発育したコロ
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ニーのうち，カンピロバクター属菌が疑われるコロニー

を釣菌し，常法 ）に従って同定した．馬尿酸加水分解試

験で陽性を示した菌株を と同定し，

陰性および弱陽性の菌株はWangらの方法 ）により，

， ， ， ，

， の 種類の遺伝子に対する

マルチプレックス PCR法を行なった．

（ bp）のみバンドが確認された菌株を

spp．とした．

３　疫学的解析法

⑴　血清型別

　  と同定された株については，市販キットのカ

ンピロバクター免疫血清「生研」（デンカ生研）を用いて

Penner血清型別を行なった．いずれの抗血清にも凝集

しない場合を untypable（UT）とした．

⑵　 PFGE解析

　ヒトと犬から分離された  Y群 株のうち

株（小児下痢症患者由来 株，イヌ由来 株）を用い，

八尋ら ）の方法に準じて PFGEを実施した（図１）．菌

液の調整は，Preston培地（ ℃ 時間）で増菌後

CCDA培地（ ℃ 時間）に発育したコロニーをか

きとり，MacFarland 程度になるように DDWに混濁

した． 種類の制限酵素 Ⅰ， Ⅰ， Ⅰを用いて

DNAを切断し，PFGEパターンの比較を行った．標準

マーカーは  Braenderup H 株 を用いた．

電気泳動は CHEF Mapper（Bio Rad）システムで .

× TBE buffer,１％アガロースゲルを用い，泳動条件

は . V/cm， . ～ . sec ℃ hrに設定した．

結　　果
１　分離状況と血清型別結果

　小児下痢症患者および動物からの分離状況と血清型別

結果を表 に示した．小児下痢症患者 検体中 検体

（ . %）が陽性で，  が 株，  が 株分離

された．  株の血清型別ではその / にあたる

株が Y群で，Ⅰ群 株，D群 株，R群・J群・C群が

それぞれ１株であった．月別の分離株数を図 に示した．

年には 月に 株分離されそのうち 株が Y群であっ

た．その後は特にピークは見られなかった． 年は

月に 株， ・ ・ 月に 株ずつ分離されそのうち Y群が

株を占めた．

　また，動物の結果は，イヌでは 検体中 検体が陽

性で，そのうち  株が分離された（表 ）．血

清型別の結果，Y群 株，Z 群 株，B群 株で 株は型

別不能であった． 検体からは と

spp．の 種が分離された．ネコは 検体中 検体が陽

性で  株 （N 群） と  spp. の 種

が分離された．一方ブタでは 検体中 検体が陽性で

あったが，  は全く分離されず，  が 株と

 spp．が 株分離された．

２　PFGE解析結果

　ヒトとイヌから分離された  Y群 株の PFGE





泳動像を図３に示す． Ⅰ切断による PFGEパターン

は A～ Dの４型に分類された（表２）．さらに Ⅰ・

Ⅰ切断を行ったところ Ⅰ切断パターンが同じ株

は Ⅰ・ Ⅰ切断パターンも同一であった．

考　　察
　小児下痢症患者からのカンピロバクター属菌の検出率

は . ％であり，愛媛県での過去 年間の報告とほぼ同

様の傾向を示した ）， ）．Pennerの血清型別では 株中

Y群が最も多く 株で %を占めた． 年に分離され

た  は 株であったが，そのうち 群が 株（ ％）

と最も多く分離された ）．Y群は 株（ . ％）であり，

年によって主流行株が違うことが示唆された．検出さ

れる時期も例年春先から夏場にかけて増加していたが，

年は 月に 株分離された後は特に集積性がみられ

なかった． 年は ・ ・ 月に 株ずつ分離され，そ

の半数以上が Y群であった．この期間中の小児カンピ

ロバクター感染症の原因として，Y群が優位であったこ



とが示唆された．

　イヌのカンピロバクター属菌陽性率は . ％で，その

うち  は . ％であった．ネコのカンピロバクター

属菌陽性率は . ％であった．  に関しては，既

報 , , ）による検出率（ . ～ . %）よりも高率であっ

た．三澤ら ）によるイヌの保菌調査では  が

高率に検出されているが，今回我々は ， 

の分離を目的に CCDA培地を使用したためセフォペラ

ゾンに感受性とされる  を検出することはで

きなかった．

　カンピロバクター属菌の同定検査の一つに馬尿酸加水

分解試験があるが，陰性および弱陽性の菌株は同定で

きない場合がある．今回マルチプレックス PCRを用い

ることにより迅速かつ正確に同定することが可能となっ

た．

　次に，患者間の関連性と，患者由来株とイヌ由来株の

関連性を見るため PFGEを実施した．カンピロバクター

の PFGEには通常 Ⅰが多く用いられている ）．今回

も Ⅰを用いることによって，明瞭なバンドパターン

を得ることができた．しかしそのバンド数は － 本と少

なく 株のうち７株が同じパターンを示したことから，

Ⅰのみでは菌株間の比較に不十分であると考えられ

た．そこで Ⅰとの併用が報告されている Ⅰ・

Ⅰを用いて PFGEを行なった , ）．その結果， Ⅰで

同じパターンを示した７株は Ⅰ・ Ⅰでも同じパター

ンを示し， 種類の制限酵素によるグループリングに差

異は認められなかった．桜庭ら ）は散発の下痢症患者

由来株では同じ血清型であっても PFGEパターンが一

致することはまれであったと報告している．また，

Ⅰで同一パターンを示した場合でも Ⅰ・ Ⅰでは異

なるパターンを示す事例 , ）も報告されている．今回小

児下痢症患者由来の 株は PFGEパターンが同一であっ

たことから，これらの株は同一である可能性がきわめて

高く，共通の感染源経路が存在するものと推察された．

　さらに同時期にイヌから分離された株も同一 PFGE

パターンを示し，また今回画像には示していないがイヌ

から分離された Y群の残りの 株も同一 PFGEを示し

ていたことから，イヌがヒト由来株と同一の菌を保菌し

ていたことが推察された． 

　今回ブタ 検体中 検体（ %）から が高率

に分離された． は食中毒菌に指定され，

に比べると例数は少ないが食中毒事例も発生してい

る ）．今回，小児下痢症患者からも 株分離されており，

今後 についても PFGE等を用いて，動物由来株

と患者由来株との関連性について検討が必要であると思

われた．

ま と め
１　小児下痢症患者（ 人），イヌ（ 頭），ネコ（ 頭）

およびブタ（ 頭）の糞便あるいは直腸スワブから

カンピロバクター属菌 株（小児下痢症患者 株，

イヌ 株，ネコ 株，ブタ 株）が分離された．

２　マルチプレックス PCR法を用いることにより確実

に種の同定が可能であった．

３　小児下痢症患者から分離された 株は 株が

 であり，血清型別では Y群が 株であった．

４　 種類の制限酵素を用いた PFGE法を行い  

Y群 株は つのパターンに分類されたが制限酵素間

の相違は見られなかった．
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